












第2部 復元研究の経過

盛んとなった個別部品の集成・分類に基礎を置く馬具の編年研究においては、基準資料として

必ず取り上げられてきた。しかし鯨肉の馬装復元で重要な半球状隆起付長方形革帯飾金具や二

脚鋲状金具についてはこれまで十分な研究がなく、館内の馬具セットそのものの位置付けも、

いまだ十分に行われていない。

3 復元の方法

以上、研究史の通覧から明らかなように、保内37号横穴墓の馬装の復元にあたっては、

① 各部品の類例を集成し、その型式学的・年代的位置付けを確定する。

② 部品の出土状態、構造、類例のセット関係から相互の連結関係を確定する。

③ 部品が少ない部分や遺存しない部分の推定にあたっても、類似する組成で年代的にも接

近する馬装セットのパターンを分析し、最も蓋然性の高いものに絞り込む。

④ それでも復元が難しい下鞍や障泥は、埴輪馬・有馬・馬偏の表現を参考とする

以上のような手続きによりながら馬裳を復元するとともに、その検討過程で明らかとなっ

た馬裳の背後にある工人環境や政治的背景、志向性などについても論ずることとしたい。

4 館内出土馬具の類例と編年的位置付け

1)嫌葉形鏡板付轡・杏葉

馬裳の中心をなす鏡板および杏葉は、嫌葉形に分類されるものであるが、この馬具は同じ形

式の中でも形態的に個々の変異が大きく、類例の選定はまず嫌葉形鏡板・杏葉を集成し、それ

らの型式学的変遷を明らかにした上で行う必要がある。

筆者の桃崎はさきに「嫌葉形杏葉・鏡板の変遷とその意義」において、当時知られていた類

例の集成・分類をもとに型式組列ならびに馬裳の一端である杏葉の懸垂方式の変遷過程を整理

した(桃崎2001)。その内容をもとに、その後報告された岡山県津山市的場2号墳(津山市教育委員

会2001)、長崎県壱岐勝本町双六古墳(勝本町2001)、そして朝鮮半島の新羅慶州皇吾洞16号墳(有光

・藤井2000)の例を加え、内容を補正したのが以下の変遷図である(図1)。なお変遷図に示され

図1兢葉形鏡板・杏葉の変遷図(5分の1)
1金東関コレクション伝高霊池山洞出土一括品(金冠共伴遺物) (湖巌

美術館1997)

2 新羅慶州皇吾里16号墳第1榔(有光教一・藤井和雄2000写真よりトレース)

3 埼玉県行田市埼玉将軍山古墳(埼玉県教育委員会1997原図)
4 熊本県免田町才園2号墳(宮代栄一1999原図)

5 兵庫県村岡町文堂古墳(中村典男1992写真よりトレース)
6 新羅慶州銀鈴塚(金載元1948原図)

7 新羅慶州鶏林路14号墓(国立慶州博物館1998写真よりトレース)
8 栃木県足利市足利公園3号墳(神林淳雄原図)
9 ・ 10 静岡県静岡市賎横山古墳(埼玉県立さきたま資料館1997図録

写真よりトレース)
11新羅慶州壷析塚A (会戦元1948原図)

12 福岡県宗像市沖ノ島7号祭祀遺跡B (原田大六1958)
13 福岡県前原市多久口木2号墳(前原町教育委員会1992)
14 新羅慶州皇南里151号墳(文化広報部1969原図)

15 伽耶林石杜郵洞5号石榔墓(李尚律1993 ・東京国立博物館992写真よりトレース)

16 三重県伊勢神宮徴古館(日本中央競馬会1992写真よりトレース)
17 奈良県斑鳩町藤ノ木古墳(千賀久・鹿野音別1990)
18・ 19 福岡県宗像市沖ノ島7号祭祀遺跡A (原田大六1958)

20 愛知県名古屋市熱田神宮(日本中央競馬会1992写真よりトレース)

21熊本県熊本市打越稲荷山古墳(宮代栄一1996原図)
22 新羅慶州皇吾里16号墳第11榔(右党教一・藤井和雄2000写真よりトレース)

23 伽耶昌寧校洞7号墳(穴沢和光・馬目順一1975)
24 新羅慶州壷杵塚B (会戦元1948原図)

25 栃木県足利市明神山1号墳(足利市教育委員会1985)
26 新羅慶州味郡王陵地区57号墓(李尚律1993よりトレース)

27 伽郡安東進搭里3号墳2号石榔(慶北大学校1992)
28 新羅慶州皇吾里16号墳第1榔(有光教一・藤井和雄2000写真よりトレース)

29 山口県防府市片山古墳(桑原邦彦2000)

30 愛知県豊橋市馬越長火塚古墳(豊橋市美術博物館2000写真よりトレース)

31兵庫県神戸市田辺古墳(日本中央競馬会1992写真よりトレース)
32 茨城県霞ケ浦町風返稲荷山古墳(霞ヶ浦町遺跡調査会2000)
33 京都府福知山市奉安塚古墳(日本中央競馬会1992写真よりトレース)
34 静岡県榛原町仁田山ノ崎古墳A (榛原町教育委員会1988)
35 東京国立博物館歳出土地不詳品(後藤守一1941)
36 静岡県榛原町仁田山ノ崎古墳B (榛原町教育委員会1988)
37 兵庫県小野市勝手野3号墳(岸本直文1997写真よりスケッチ)
38 岡山県津山市的場2号墳(津山市教育委員会2001)
39 福島県東村菟内37号横穴墓(佐藤博重・玉川一郎1979原図)

40 ・ 41群馬県高崎市白石二子山古墳(日本中央競馬会1992写真よりトレース)

42 神奈川県伊勢原市らちめん古墳(関根孝夫1999原図)
43 島根県松江市放れ山古墳(松尾充品1999)
44・ 45 福岡県宗像市沖ノ島祭祀遺跡C (原田天六1958)

46 ・ 47 長崎県壱岐勝本町双六古墳(勝本町教育委員会2001写真よりトレース)

48 群馬県高崎市八幡観音塚古墳(群馬県古墳時代研究会1996)
49 群馬県前橋市道上古墳(後藤守一1941原図)
50 法隆寺献納宝物(東京国立博物館1994写真よりトレース)

51東京国立博物館蔵群馬県出土品(後藤守一1941)
52 群馬県榛名町しどめ塚古墳(尾崎喜佐雄1981)
53 群馬県高崎市下大島町古墳(神林清雄原図)
54 法隆寺献納宝物(東京国立博物館1994写真よりトレース)
55 三重県伊勢市二俣塚山古墳(田中新史1996)
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